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町
議
会
第
四
回
臨
時
会

第
五
回
追
加
予
算
な
ど
を
議
決

　
町
議
会
第
四
回
臨
時
会
議
が
去
る
十

二
月
四
日
町
役
場
に
招
集
さ
れ
、
次
の

事
件
に
つ
い
て
審
議
議
決
し
た
。

　
一
、
　
調
報
査
告

　
　
①
土
木
常
任
委
貝
会
調
査
報
告
去

　
　
　
る
十
一
月
十
一
日
か
ら
十
三
日

　
　
　
の
三
日
間
に
わ
た
り
視
察
し
た

　
　
　
道
路
改
修
工
事
等
十
八
件
に
つ

　
　
　
い
て
の
視
察
事
項
、
要
望
が
委

　
　
　
員
長
か
ら
報
告
さ
れ
た
。

　
　
②
総
務
文
教
常
任
委
員
会
調
査
報

　
　
　
告

　
　
　
十
一
月
四
日
視
祭
し
た
北
山
小

　
　
　
学
校
、
同
莇
平
分
校
、
山
平
中

　
　
　
学
校
、
奴
奈
川
中
学
校
、
松
代

　
　
　
中
単
校
の
校
舎
補
修
の
状
況
、

　
　
　
技
術
家
庭
科
教
室
便
所
等
、
増

　
　
　
築
に
対
す
る
要
塁
と
対
策
に
つ

　
　
　
い
て
の
所
見
か
、
委
貝
長
か
ら

　
　
　
報
告
さ
れ
た
。

　
⑧
社
会
常
任
委
員
会
調
査
報
告
十

　
　
一
月
一
五
日
十
六
日
の
二
日
間

　
　
に
わ
た
り
行
っ
た
視
察
の
、
中

　
　
頸
城
郡
板
倉
町
の
児
童
福
祉
施

　
　
設
、
中
頸
城
郡
如
高
々
原
町
の

　
　
し
尿
処
理
施
設
に
つ
い
て
の
感

　
　
想
と
所
見
を
、
委
員
長
が
報
告

　
　
し
た
。

二
、
　
町
長
専
決
処
分
承
認
事
項

　
　
　
十
月
三
＋
一
日
町
長
が
専
快
・

　
　
し
た
第
四
回
追
加
予
算
、
選
挙

　
　
費
，
△
歳
拙
）
八
一
八
、
O
Q
O

　
　
円
を
主
と
す
る
。
八
二
〇
、
○

　
　
〇
六
臼
の
歳
入
歳
出
予
算
に
つ

　
　
い
て
承
認
し
た
。

三
、
　
議
事

　
第
一
号
　
松
代
町
税
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例
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一
部

　
　
　
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
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つ
い
て
。
　
（
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解
認
肝
緯
蔽
前
年
よ
り
や
や
減
牧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
町
産
業
課
調
べ
t

　
今
年
の
稲
作
は
植
付
後
．
長
雨
等
天

候
不
順
で
、
か
っ
て
な
い
軟
弱
徒
長
な

苗
と
な
っ
て
、
い
も
ち
病
の
大
発
生
を

み
ま
し
た
が
、
各
農
家
並
び
に
防
除
班

に
よ
る
防
除
の
徹
底
と
、
農
薬
使
用
も

前
年
を
二
〇
％
以
上
使
用
し
た
の
と
、

七
月
中
下
旬
の
天
候
の
回
復
で
、
懸
念

さ
れ
た
穗
首
い
も
ち
へ
の
移
行
も
な
く

台
風
に
よ
る
被
害
も
全
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
全
国
的
に
は
史
上
二
番
目
の
大
豊
作

だ
と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
山
間
地
の
当

町
で
は
表
の
と
お
り
の
収
穫
成
績
で
あ

り
、
前
年
よ
り
や
』
減
収
の
稲
作
成
績

で
あ
り
ま
し
た
。

　
　
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。
　
（

　
　
改
正
内
容
省
略
）

第
三
号
　
昭
和
三
十
八
年
度
松
代

　
　
町
歳
入
歳
出
第
五
回
追
加
予

　
　
算
。

　
　
　
歳
出
、
議
会
費
九
、
六
〇

　
　
〇
円
、
役
場
賞
六
二
、
六
八

　
、
○
円
、
消
防
費
三
五
〇
、
○

　
　
○
○
円
、
土
木
賞
一
、
一
九

　
　
山
ハ
、
　
O
O
O
円
、
　
一
敏
育
費
一
二

　
　
三
三
う
三
〇
〇
円
、
社
会
労

　
　
彷
施
設
費
六
八
、
二
八
○
円

　
　
保
健
衛
生
費
三
三
〇
、
○
○

　
　
○
円
、
産
業
経
済
費
七
五
八

　
　
二
一
六
円
、
諸
支
出
金
一
四

　
　
八
、
四
〇
〇
円
、
計
三
、
二

　
　
五
六
、
四
七
六
円
の
歳
人
歳

　
　
出
予
算
を
議
決
し
た
。

第
四
号
　
昭
和
三
十
八
年
度
松
代

　
　
町
簡
易
水
道
事
業
持
別
会
計

　
　
歳
入
歳
出
第
一
回
追
加
更
正

　
　
予
算

　
　
　
歳
入
歳
出
、
一
三
〇
、
○

　
　
○
○
円
の
追
加
更
正
を
議
決

　
　
し
た
。

主要主別作付面積・収穫高表

収穫高
　　　　　　　冒君

　3．586
　3．045
　　2。692

　2．595
　2．464
　2．265
　　1．055

　　　958
　　　674
　　　514
　　　339
　　　293
　　　176
　　　143
　　1．206

22．005

　　2．861

　　　863
　　　454：

　　　128
　　　　55

　　　　39

　　　　35

　　　】4．3

　　4し548

26．555

作付面積
　　　　　　アーノレ

　　14．243

　　12．090

　　10．691

　　　10。306

　　　9。785

　　　8．995

　　　4．191

　　　3．803

　　　2．678

　　　2．043

　　　1．345

　　　1．163

　　　　　698

　　　　　573

　　　4．793

　　　87．397

　　　11．2娼

　　　3．427

　　　1．802

　　　　　598

　　　　　202

　　　　　155

　　　　　138

　　　　　568

　　18．133

　　105．550
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頭
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自
粛
し
ま
し
よ
う
。
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歳
暮
年
始
等
形
式
的
な
購
答
は
や
め
ま
し
よ
う

　　　　総選挙投票状況一一一・一一・

　　6＿。一一・一・一町の投票率第・4区平均を下まわる

［＞　去る11月21日執行された衆議院議員選挙における・第4区市町村別投票の状況〉

〉・候補者別得票数は別表eのとおりであり、町の投票率は第4区平均の86・97％を下〉

〉まわる86．01％の不成績であった。なお、町投票区別の投票率は別表⇔のとおりであ〉

〉り、最高投票率は94．53％の第7投票区（下山）であり・最低は78・80％の第3投票区〉

〉（清水・会沢）であった。　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　〉

別表9　　第4区得票・投票状況

別表⑫　松代町投票区別投票調
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田
日
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南
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謁
立
蓮
区

　
　
高
十
直
糸
瓶
川
津
中
…
安
浦
松
松
大
嫁
柿
大
頸
吉
妙
中
妙
板
清
三
名
能
青
…
四

投票区
当日の有

権者数
投　票

者数
投票率 投票区部落名

第1 1，607 1442，
89．73 松代・小荒戸・太平

・千年

第2 258 205 79．46 蓬平’

第3 382 301 78．80 清水・会沢

第4 129 121 93．80 桐山

第5 109 100 91．74 池尻

第6 145 134 92．41 池之畑・小屋丸

第7 128 121 94．53 下山
ρ

第8 176 152 86．36 海老・東山

第9 501 398 79．44 犬伐・孟地・苧島・
　　　　　　　中子

第10 136 126 92．65 滝沢・片桐山

第11 305 275 90．16 田野倉・仙納

第12 575 481 83．65 蒲生・小池・名平

第13 292 236 80．82 儀明

第14 305 259 84．92 寺田・諏訪峠

第15 212 179 84．4．3 あざみ平・小貫

第16 145 127 87．59 田代

第17 305 264 86．56 菅刈・田沢

第18 156 145 92．95 福島

第19 761 648 85．15 室野・奈良立

第20 172 147、
’
．
8
5
． 47 木和田原

第21 421 349 82．90 峠・竹所・濁
監

計 7，220 6，210 一’86．01



ロヲ●6川◎・●””凸

　　　　o、　　　　　　　　　　　　　　o
δ　　　　　　　　　　　　　　　0
0　　　　　　　　　　　　　　ρ
ヨ

　　　じ
ほ

●　　　　　　　　　　　　　　●
．　　　　　　　　　　　　　　　9
、　　　　　　　　　　　　　●
の　　　　　　　　　　　　　　　o
o　　　　　　　　　　　　　　9

ヨ　　　　　　　　　　　　　　　じ
じ　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1県l
O　　　　　　　　　　　　　　　　o
噺　　　　　　　　・　　　　　●
9　　　　　　　　　　　　　　　　σ
o　　　　　　　　　　　　　　　、
●　　　　　　　　　　　　　　●
●　　　　　　　　　　　　　　0
・　　　　　　　　　　　　　　■
●　　　　　　　　　　　　　　　　8
覧　　　　　　　　　　　　　　∂
σ　　　　　　　　　　　　　　σ
6

　　　●し　　　　　　　　　　　　　　　　　
の　　　　　　　　　　　　　　ヨ

1だ1
、　　　　　　　　　　　　　　o
φ　　　　　　　　　　　　　　4

●

　　　ヤ6　　　　　　　　　　　　　　●
．　　　　　　　　　　　　　　　●
0　　　　　　　　　　　　　　　0

監　　　　　　　・

　　　●e　　　　　　　　　　　　　　　　　　g

●　　　　　　　　　　　　　　D
．　　　　　　　　　　　　　　　　　●
り　　　　　　　　　　　　　　　
の　　　　　　　　　　　　　　　

1よ1
　　　ノ

●

●　　　　　　　　　　　　　　　　●
●　　　　　　　　　　　　　　　　　．
O　　　　　　　　　　　　　　o
o　　　　　　　　　　　　　　　　●
、

　　　o　　　♂0

　　　り．　　　　　　　　　　　　　　　●
●　　　　　　　　　　　　　　　　o
o

　　　のの　　　　　　　　　　　　　　　　　り

1りi
1
◎　　　　　　　　　　　　　◆
●　　　　　　　　　　　　　　●
．　　　　　　　　　　　　　　　o
●　　　　　　　　　　　　　　　　　6
．　　　　　　　　　　　　　　　・

へ

　　　　4　　　　　　　　　　　　　‘
o　　　　　　　　　　　　　●
●　　　　　　　　　　　　　●
●　　　　　　　　　　　　　　●
じ　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1か1
●　　　　　　　　　　　　、
O　　　　　　　　　　　　　　　o
●　　　　　　　　　　　　　　．
O　　　　　　　　　　　　　　　o
o　　　　　　　　　　　　　　・
、　　　　　　　　　　　　　　●
σ　　　　　　　　　　　　　　θ
●　　　　　　　　　　　　　　　「レ
O　　　　　　　　　　　　　　o
●　　　　　　　　　　　　　　●
●　　　　　　　　　　　　　　　■
　　　　　　　　　　　　　　　　の

　

　　　の1ら1
●

　　　ロ●　　　　　　　　　　　　　　o
o　　　　　　　　　　　　　●
●　　　　　　　　　　　　　　o
、　　　　　　　　　　　　・
■　　　　　　　　　　　　　　　　●
●　　　　　　　　　　　　　　　　　o
o　　　　　　　　　　　　　　　　σ
■　　　　　　　　　　　　　　　　も
●　　　　　　　　　　　　　　　　■
●　　　　　　　　　　　　　　　　　o
●　　　　　　　　　　　　　　　　■

e　　　　　　　　　　　　　　　．
●　　　　　　　　　　　　　　　　　●
9　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
．　　　　　　　　　　　　　　、

1．。．9＿♂G＿’

　
年
末
年
始
に
は
、
不
良
食
品
や
不
正

食
品
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
県
で
は
毎

監視の目光らせて

食品は衛生的な店で

年
各
保
健
所
の
食

品
衛
生
監
視
員
を

動
員
し
て
、
一
せ

い
取
締
り
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、

依
然
と
し
て
あ
と

を
た
た
な
い
現
状

で
す
。

　
特
に
魚
介
類
及

び
そ
の
加
工
品
、

清
涼
飲
料
水
、
菓

子
類
、
そ
う
菜
類

に
不
衛
生
食
品
が

多
く
、
消
費
者
一

人
一
人
が
監
視
の

目
を
光
ら
せ
て
、

不
良
食
品
を
買
わ
な
い
よ
う
に
注
意
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

囹
魚
介
類
と
そ
の
加
工
品

　
生
魚
、
刺
身
、
ね
り
製
品
な
ど
に
つ

い
て
検
査
し
た
結
果
、
大
腸
菌
の
検
出

率
は
最
も
高
く
、
購
入
に
当
っ
て
は
、

①
、
衛
生
的
な
施
設
の
店
を
選
ぶ
こ
と

　
　
特
に
刺
身
な
ど
は
一
層
注
意
す
る

②
、
冷
凍
ケ
ー
ス
の
蓋
を
開
い
て
販
売

　
　
し
て
い
る
場
合
は
、
万
全
と
は
い

　
　
え
な
い
の
で
完
全
冷
蔵
を
行
な
っ

　
　
て
い
る
店
を
選
ぶ
。

⑧
、
購
入
後
は
、
た
る
べ
く
早
く
調
理

　
　
し
加
工
す
る
。

團
清
涼
飲
料
水

　
合
成
ジ
ユ
：
ス
類
に
大
腸
菌
が
検
出

さ
れ
、
果
汁
入
ジ
ユ
！
ス
類
に
は
一
般

細
菌
数
が
多
い
で
す
。
従
っ
て
、
購
入

に
当
っ
て
は
、
目
で
み
て
古
い
と
思
わ

れ
る
も
の
や
直
射
日
光
の
当
る
店
な
ど

は
避
け
た
ガ
が
よ
い
で
す
。

囹
菓
子
類

」
3
9
9
．
《
。
．
．
，
φ
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．
。
9
3
）
●
φ
．
。
・
、
3
●
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．
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3
φ
～
σ
．
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・
．
》
．
●
・
．
。
～
・
3
ゆ
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．
3
φ
7
ひ
．
．
，
・
』

わ
す
か
な
注
意
が
大
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暖
房
器
具
の
使
用
心
得

　
　
　
　
　
　
　
　
‘
9
，
．
●
－
》
3
，
＝
～
●
3
9
～
o
●
●
3
》
●
，
り
り
9
、
．
●
，
ψ
．
（
．
0
3
9
～
・
監
9
0
、
2
9
9
．
く
●
o
●
．
9
～
o
，
●
c
●
、

　
昨
年
発
生
し
た
火
災
を
、
原
因
別
に

し
て
み
る
と
、
石
油
器
具
一
〇
一
件
、

火
遊
び
八
二
件
、
た
ば
こ
．
電
気
機
器

が
各
七
八
件
、
煙
突
六
七
件
、
炭
コ
タ

ツ
六
一
件
の
順
と
な
り
、
火
災
件
数
全

体
の
四
四
％
を
占
め
特
に
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
点
は

　
◎
石
油
ス
ト
ー
ブ
・
石
油
コ
ン
ロ

ー
、
火
を
つ
け
た
ま
～
動
か
し
た
り
油

　
　
を
入
れ
な
い
。

2
、
カ
ー
テ
ン
や
紙
等
の
燃
え
や
す
い

　
　
も
の
は
近
く
に
お
か
な
い
。

　
◎
た
ば
こ

－
、

　
一
般
に
干
菓
子
以
外
は
ほ
と
ん
ど
大

腸
菌
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
，
こ
れ
は

運
搬
の
途
上
や
、
小
売
店
の
取
扱
い
炉

悪
く
て
附
着
す
る
揚
合
が
多
く
、
露
出

販
売
や
、
手
づ
か
み
販
売
を
し
な
い
衛

生
的
な
店
を
選
ぶ
こ
と
が
必
要
で
す
。

囹
そ
う
菜
類

　
て
ん
ぶ
ら
類
や
サ
ラ
ダ
か
ら
大
腸
菌

の
検
出
さ
れ
る
率
が
非
常
に
多
く
、
夏

集
団
食
中
毒
の
原
因
も
サ
ラ
ダ
が
割
合

多
い
で
す
。

囹
そ
の
他

　
最
近
ポ
リ
袋
に
詰
め
て
シ
ー
ル
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
た
食
品
が
非
常
に

店頭に並べられた正月用食品

多
く
出
廻
っ
て
い

ま
す
◎
こ
れ
か
ら

の
食
品
に
は
必
ず

名
称
・
住
所
・
氏

名
を
書
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

充
分
注
意
し
て
下

さ
い
。

～
～

2
、
．

火
の
も
と
を
し
つ
か
り

見
と
ど
け
る
よ
い
習
慣

マ
ツ
チ
の
燃
え
さ
し
は
、
完
全
に

消
し
、
寝
な
が
ら
た
ば
こ
は
吸
わ

な
い
。

吸
い
が
ら
は
、
必
ず
灰
皿
の
中
か

足
で
ふ
み
消
す
。

◎
電
気
器
具

　
　
う
注
意
す
る
。

　
◎
煙
突

　
　
上
の
高
さ
を
保
ち
、
木
材
そ
の
他

　
　
の
可
燃
物
か
ら
一
五
セ
ソ
チ
メ
：

1
、
ス
イ
ッ
チ
の
切
り
忘
れ
の
な
い
よ

2
、
痛
ん
だ
コ
ー
ド
は
使
用
し
な
い
。

1
、
屋
根
上
六
〇
ヒ
ソ
チ
メ
ー
ト
ル
以

　
　
ト
ル
以
上
離
し
、
壁
等
に
接
触
す

　
　
る
部
分
に
は
必
ら
ず
メ
ガ
ネ
石
を

　
　
入
れ
る
。

2
、
強
風
の
後
は
必
ず
点
検
し
、
不
良

　
　
箇
所
は
す
ぐ
修
理
す
る
。

　
等
が
大
切
で
わ
ず
か
な
注
意
が
火
災

予
防
と
な
り
明
る
い
家
庭
を
築
く
結
果

と
な
り
ま
す
。

火

の
用
心

隣
近
所
の
合
言
葉

配
達
の
便
を
は
か
つ
て
門
口
に
名
簿
を
は
つ
て
お
き
ま
し
よ
う
。

（3）



か
け
ご
と
あ
そ
び
に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

　
じ
　
ロ
セ
ロ
ま
し
ド
し
ヒ
し
ロ
ユ
ひ
コ
し
じ
ラ
ロ
し
ロ
リ
　
ヒ
レ
ロ
ロ
ロ
ド
ヒ
ロ
ユ
ド
モ
ロ
　
ひ
　
　
ロ
し
コ
し
　
リ

ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

｝
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
す
る
季
節
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

｝
を
迎
え
ま
し
た
。
予
防
致
し
ま
し
よ
う
…

甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

イン7ルエンザを予防しよう
一
ル
等
で
汚
れ
た
紙
片
等
は
焼
き
す
て
、

一
悪
ネ
が
使
用
し
た
食
器
類
は
煮
沸
消
毒
…

一
を
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

ロ

ヂ
ー
，
唇
』
，
－
5
し
－
量
魯
ロ
ー
－
匹
－
－
：
：
－
－
－
－
－
－
－
，
巳
，
量
ー
帖
，
，
，
，
‘
，
9

◎
予
防
方
法
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
、
マ
ス
ク
の
使
用
と
、
常
…

　
　
に
う
が
い
を
励
行
す
る
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

2
、
風
邪
を
引
か
な
い
よ
う
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
に
し
、
栄
養
に
も
充
分
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
注
意
す
る
。
　
　
　
　
…

3
、
過
労
や
不
蹟
生
を
避
け
…

　
　
、
身
体
の
抵
抗
力
を
つ
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
け
る
。
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4
、
予
防
接
種
を
受
け
る
。
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
特
に
乳
幼
児
．
老
人
．
｝

　
　
結
核
患
者
等
は
安
全
で
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

5
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
｝

　
　
か
っ
た
と
き
は
で
き
る
｝

　
　
だ
け
早
く
医
師
の
診
断
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
を
う
け
る
。
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6
、
患
者
の
唾
・
た
ん
．
鼻
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
あ
わ
た
だ
し
い
年
末
年
始
を
ひ
か
え

ど
こ
の
家
庭
で
も
、
な
に
か
と
忙
し
く

な
っ
て
き
ま
す
。

　
特
に
学
校
に
行
っ
て
い
る
子
ど
も
達

の
お
ら
れ
る
家
庭
で
は
冬
休
み
に
な
る

と
、
い
ろ
い
ろ
の
面
で
苦
労
が
ふ
え
て

く
る
も
の
で
す
。

　
冬
休
み
は
、
年
末
年
始
と
重
な
る
た

　
　
　
　
　
　
　
や
や
も
す
る
と
今
ま

め
、
家
庭
で
は
、

で
の
規
則
的
な

生
活
が
く
ず
れ

や
す
く
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
休

み
に
入
る
前
に

一

（些）

は
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
と
か
く
休
み
中
は
夜
お
そ
く
ま
で
起

き
て
い
た
り
、
お
か
し
や
ぐ
だ
も
の
な

ど
を
た
く
さ
ん
食
べ
た
り
し
ま
す
が
、

夜
ふ
か
し
や
食
べ
す
ぎ
に
は
充
分
注
意

し
、
で
き
る
だ
け
、
ス
キ
1
や
登
山
な

ど
を
通
じ
て
健
康
を
増
進
し
た
り
、
そ

の
技
術
を
向
上
さ
せ
る
よ
う
に
心
掛
け

た
い
も
の
で
す
。
た
だ
し
無
理
の
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
画
や
周
．
到
な

規
則
正
し
い
日
課
を

　
　
家
庭
で
の
冬
休
み
の
指
導

子
供
と
話
し
合
っ
て
、
無
埋
の
な
い
冬

休
み
の
計
画
を
た
て
、
そ
れ
を
実
行
さ

せ
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
特
に
家
庭
の
仕
事
を
協
力
さ
せ
る
こ

と
が
大
切
で
、
来
客
や
他
の
家
を
訪
間

す
る
機
会
も
多
い
の
で
、
仕
事
の
理
解

や
社
会
的
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
の
に
よ
い
機
按
で
す
。
し
か
し
お

と
な
の
酒
席
や
友
人
と
の
会
合
な
ど
に
・

準
備
を
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん

　
ま
た
ふ
だ
ん

な
か
な
か
ま
と

ま
っ
た
読
警
が
で
き
な
い
も
の
で
す
が

あ
た
た
か
く
し
て
読
書
す
る
に
も
よ
い

機
会
で
す
。

　
と
に
か
く
休
み
が
終
っ
て
か
ら
楽
し

い
思
い
出
が
残
る
よ
う
な
生
活
を
送
ら

せ
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

…
…
…
…
…
騨
…
…
…
…
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…
…
…
…
…
顛
…
…
…
…
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騨
…
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…
…
印
…
…
…
…
…
…
輪
…
…
…
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
況
報
告
を
役
場
経
由
で
安
定
所
に
出
し

t
御
一
報
下
さ
い
ー

　
　
求
人
條
件
が
違
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
　
役

　
季
節
労
務
職
業
紹
介
業
務
の
推
進
に

つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
の
格
別
な
御
協

力
と
御
配
慮
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

年
々
就
職
さ
れ
る
方
が
多
い
こ
の
町

も
、
こ
の
夏
（
八
月
三
十
一
日
）
、
労

仇
条
件
の
改
善
、
生
沽
の
安
定
、
地
位

の
向
上
、
町
勢
の
発
展
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
出
稼
組
合
が
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
の
予
算
も
五
万
円
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
し
、
充
分
な
活
動
を
い
た

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
最
近
の
雇
用
状
勢
と
現
地
の

状
況
を
み
ま
す
と
、
今
秋
の
求
人
関
係

は
皆
さ
ん
も
御
承
知
の
こ
と
で
す
が
、

特
に
戦
時
に
兵
器
製
造
な
目
的
に
設
豆

さ
れ
た
工
業
界
が
、
平
和
産
業
の
重
大

な
要
素
を
も
つ
精
密
機
械
部
口
叩
の
製
造

、
世
界
的
メ
ー
カ
ー
と
し
て
や
く
し
ん

し
て
い
る
自
動
車
産
業
等
に
一
変
し
、

ご
の
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
工
場
か
ら
求
人

　
　
　
　
、
　
こ
ら

　
　
　
L
V
ナ

　
　
　
　
場
職
業
係

が
あ
り
就
職
者
も
増
加
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
次
に
現
地
の
状
況
を
一
つ
紹
介
い
た

し
ま
す
。
あ
る
会
社
の
第
一
工
場
を
拝

見
中
、
キ
ヤ
ブ
レ
ー
タ
く
み
つ
け
コ
ン

ベ
ヤ
ー
ラ
イ
ン
で
作
業
中
の
、
孟
地
出
，

身
柳
庄
一
君
に
あ
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

何
事
も
努
力
に
よ
っ
て
打
開
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
柳

君
は
前
年
関
根
自
動
車
工
場
に
勤
務
し

、
今
年
は
現
工
場
に
勤
務
、
時
代
の
流

れ
と
共
に
一
生
懸
命
に
彷
い
て
い
る
人

で
あ
り
ま
す
。

　
「
求
人
条
件
が
ち
が
う
」
と
い
う
よ

う
な
人
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
よ
う
か

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

改
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要
請
い
た
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
職
業
係
宛
御
一

報
下
さ
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。

　
代
表
者
の
皆
様
に
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
御
忙
し
い
と
こ
ろ
御
迷
惑
で
し
よ

う
が
、
赴
任
状
況
報
告
並
び
に
就
労
状

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お
出
し
に
な
っ
て
い
な
い
代
表
者
の
方

は
至
急
お
送
り
下
さ
い
。
就
労
状
況
報

告
は
二
月
末
ま
で
で
ご
ざ
い
ま
す
。
用

紙
は
同
封
い
た
し
ま
し
た
か
ら
お
願
い

し
ま
す
◎

　
本
町
は
流
雪
溝
工
皐
の
進
む
に
つ
れ

街
の
姿
が
変
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
今
道
路

は
ド
ロ
ン
コ
沼
で
す
が
、
来
界
お
帰
り

の
頃
は
立
派
な
町
に
な
る
か
と
思
い
ま

す
。
初
雪
は
十
一
月
二
十
九
日
に
降
り

ま
し
た
。

　
最
後
に
皆
様
が
御
健
康
で
あ
ら
れ
る

こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。
御
目
愛
ト
さ

い
ま
し
て
良
い
新
年
を
お
迎
え
下
さ
い

ま
す
よ
う
に
。

報
』
月
＋
日
頃
ま
で
、
直
江

晴
津
↓
浦
川
原
↓
松
代
と

題
、
叡
鰭
留
震
附
蘇

交
下
さ
い
。



畦

登
記
よ壱

早

め

に

！！

…
…
…
…
…
日
が
た
つ
と
め
ん
ど
う
に
な
る
…
．
…
．
．
．
．
．
．
．
．

　
土
地
の
売
買
に
伴
う
登
記
は
そ
の
性

質
上
な
お
ざ
り
に
し
て
お
く
人
は
少
な

い
が
、
こ
れ
が
相
続
登
記
と
な
る
と
全

く
、
　
「
る
う
ず
」
で
甚
だ
し
い
の
は
四

代
も
五
代
も
そ
の
ま
～
に
し
て
お
く
の

が
あ
り
ま
す
。
旧
民
法
当
時
の
よ
う
に

家
督
相
続
で
戸
主
が
死
亡
す
る
と
必
然

的
に
そ
の
総
領
が
相
続
し
て
い
た
頃
は

そ
れ
で
も
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
御
承

知
の
如
ぐ
民
法
が
改
正
さ
れ
て
昭
和
二

十
三
年
一
月
一
日
以
降
は
均
分
相
続
と

な
り
財
産
の
あ
る
者
が
死
亡
す
る
と
直

ち
に
相
続
が
開
始
し
て
配
偶
者
が
三
分

の
一
、
残
り
の
三
分
の
二
を
子
が
平
等

に
相
続
す
る
権
利
を
も
つ
こ
と
に
な
り

ま
す
。
子
が
死
亡
し
て
お
れ
ば
そ
の
又

子
（
孫
）
が
権
利
を
有
す
る
こ
と
に
な

り
、
一
つ
の
財
産
に
づ
い
て
五
人
も
十

人
も
或
は
そ
れ
以
上
に
相
続
権
を
も
つ

場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
相
続
が
開

始
す
る
と
同
時
に
何
等
か
の
手
を
打
っ

て
お
け
ば
よ
い
の
で
す
が
、
何
も
し
な

い
で
お
く
と
後
に
な
っ
て
糸
が
も
つ
れ

た
よ
う
に
手
の
つ
け
よ
う
の
な
い
状
態

に
な
る
揚
合
が
あ
り
ま
す
。
現
に
松
代

町
で
も
そ
ん
な
例
は
珍
ら
し
く
な
く
、

或
る
場
合
は
家
代
々
で
耕
作
し
て
来
た

土
地
が
た
ぐ
り
た
ぐ
っ
て
見
た
ら
と
ん

で
も
な
い
人
の
所
へ
行
く
こ
と
に
な
り

自
分
の
家
で
は
相
続
す
る
権
利
の
あ
る

者
が
一
人
も
居
な
か
っ
た
な
ど
と
い
う

悲
劇
も
起
き
て
い
る
し
ま
つ
で
す
。
こ

れ
と
い
う
の
も
人
間
生
身
の
体
、
い
つ

い
か
な
る
こ
と
が
起
き
な
い
と
も
限
ら

ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
財
産
権
の
あ
る

者
が
他
家
の
養
子
に
な
っ
た
り
、
家
を

飛
び
出
し
た
り
す
る
揚
合
も
あ
り
得
る

わ
け
で
す
。

　
相
続
は
主
と
し
て
血
族
を
通
じ
て
行

わ
れ
る
，
た
め
代
々
そ
の
家
で
耕
作
し
て

来
た
か
ら
と
い
っ
て
も
途
中
で
血
縁
が

切
れ
て
い
れ
ば
相
続
権
な
い
の
は
当
然

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
　
（
養
子
は

実
子
と
同
様
の
権
利
を
有
し
ま
す
）
相

続
権
は
親
か
ら
子
、
子
か
ら
孫
と
い
う

ふ
う
に
血
縁
を
た
ど
っ
て
権
利
が
つ
た

　
昭
和
三
十
七
年
に
お
け
る
、
松
代
町

の
所
得
は
ど
の
位
あ
っ
た
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
に
つ
い
て

そ
の
概
況
を
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る

9
所
得
格
差

　
日
本
経
済
に
お
け
る
所
得
格
差
の
問

題
が
論
議
さ
れ
る
こ
と
既
に
久
し
い
も

の
が
あ
る
。
産
業
格
差
、
地
域
格
差
等

そ
の
傾
向
は
必
ず
し
も
鈍
化
し
て
い
る

と
は
い
え
ず
、
後
進
性
の
強
い
水
稲
単

作
地
帯
で
あ
り

且
つ
零
細
規
模

経
営
の
多
い
本

町
の
実
態
は
所

得
の
面
か
ら
こ
の
こ
と
が
は
っ
き
り
と

う
か
が
わ
れ
る
。

　
総
人
口
一
人
当
り
の
所
得
を
国
や
県

の
平
均
と
比
較
し
て
み
る
と
、

町
民
所
得
の
概
況

　
　
　
生
産
所
得

全
国
　
一
四
六
千
円

　
県
一
二
三
千
円

　
町
　
　
六
二
千
円

　
と
い
う
数
字
が
出
て
来
る
。

国
及
び
県
が
三
十
六
年
の
所
得
で
町
は

個
人
所
得

一
二
五
千
円

二
八
千
円

　
七
五
千
円

　
　
こ
れ
は

三
十
七
年
の
所
得
で
示
し
た
か
ら
実
際

の
ひ
ら
き
は
も
っ
と
大
き
い
と
思
わ
れ

る
。
松
代
町
の
所
得
は
全
国
平
均
の
約

半
分
だ
と
思
え
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。

　
こ
れ
を
更
に
産
業
別
の
就
業
者
一
人

当
り
の
所
得
で
み
る
と
、

　
　
　
　
　
　
第
一
次
第
二
次
第
三
次

　
　
全
産
業
産
業
産
業
産
業

　
国
三
9
一
謁
匹
羊
円
四
〇
毫
円
冒
宍
一
謁

　
県
茜
へ
δ
七
豊
二
四
〇
九

　
町
二
四
茜
章
九
毫
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
産
業
別
格
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
い
か
に
大
き

　
　
　
　
　
　
　
H

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か
が
理
解
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
よ
う
。

　
本
町
に
お
け
る
第
三
次
産
業
は
全
国

平
均
と
略
々
等
し
い
に
か
か
わ
ら
ず
第

一
次
産
業
は
そ
の
約
六
分
の
一
に
過
ぎ

な
い
の
で
あ
る
。

　
全
国
的
に
み
て
も
第
一
次
は
第
三
次

の
三
分
の
一
強
に
達
す
る
の
だ
。

●
　
　
　
　
　
●

　
ー
未
完
ー

わ
る
た
め
孫
子
の
中
に
は
長
い
間
に
東

京
へ
住
む
者
や
九
州
へ
住
む
者
も
あ
る

わ
け
で
、
登
記
の
際
は
こ
れ
等
の
人
か

ら
も
色
々
と
書
類
を
と
ら
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
日
が
た
て
ば
た
つ
程
仕
事
は
め

ん
ど
う
に
な
り
、
経
費
も
か
』
る
わ
け

で
す
。
又
交
換
分
合
と
か
売
買
と
か
で

最
近
は
特
に
土
地
の
移
動
が
激
し
く
な

　
っ
て
い
ま
す
が
、
土
地
は
二
代
も
三
代

も
前
の
人
の
名
義
の
ま
』
で
は
移
動
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
必
ず
目
分
の
名
義

に
登
記
し
て
か
ら
で
な
い
と
で
き
ま
せ

ん
。こ

ん
な
こ
と
か
ら
も
、
二
代
も
三
代
も

，
そ
の
ま
』
に
し
て
お
く
方
々
は
こ
の
機

会
に
登
記
を
お
や
り
に
な
っ
て
名
実
共

に
財
産
を
自
分
の
も
の
と
し
て
置
か
れ

る
事
を
強
く
要
望
し
た
い
と
思
い
ま
す

　
次
に
現
在
又
は
こ
れ
か
ら
死
亡
に
よ

　
っ
て
相
続
が
開
始
さ
れ
る
場
合
に
つ
い

て
述
べ
て
み
ま
す
と
、
そ
の
手
続
に
は

次
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

相
続
放
棄
　
こ
れ
は
配
偶
者
や
子
供
が

　
　
何
人
も
あ
る
時
誰
か
一
人
が
相
続
人

　
　
と
な
る
よ
う
な
場
合
で
他
の
者
が
放

　
　
棄
の
手
続
き
を
す
る
万
法
で
す
。
こ

　
　
れ
は
死
亡
を
知
っ
た
日
か
ら
三
ヶ
月

　
　
以
内
で
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
に
な

　
　
っ
て
い
ま
す
。

　
遺
産
分
割
協
議
　
こ
れ
は
相
続
人
全
部

　
　
で
話
し
合
い
協
議
書
を
作
っ
て
各
自

　
　
の
相
続
分
を
決
め
る
方
法
で
す
。
こ

　
　
の
場
合
不
動
産
全
部
を
一
人
に
相
続

　
　
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
相
続
分
不
存
在
証
鴨
　
こ
れ
は
相
続
権

　
　
は
あ
る
が
死
亡
す
る
前
に
財
産
を
貰

　
　
っ
て
あ
る
の
で
、
貰
い
分
は
も
う
な

　
　
い
と
い
う
証
明
書
を
作
っ
て
出
す
事

　
　
で
、
こ
の
場
合
も
不
動
産
全
部
を
一

　
　
人
に
相
続
さ
せ
る
事
も
で
き
ま
す
。

　
方
法
と
し
て
は
こ
の
三
つ
位
で
す
が
、

　
詳
し
い
こ
と
は
登
記
所
、
役
場
の
戸
籍

　
係
、
司
法
書
士
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

　
　
爾
登
記
所
や
役
場
て
は
説
明
は
し
て

　
あ
げ
ら
れ
て
も
手
続
は
と
っ
て
あ
げ
ら

　
れ
ま
せ
ん
の
で
、
登
記
の
書
類
の
作
製

　
や
提
出
は
司
法
書
士
（
鈴
木
初
三
）
が

　
一
切
や
っ
て
く
れ
ま
す
の
で
最
初
か
ら

　
司
法
書
土
に
お
聞
き
す
る
の
も
よ
い
と

　
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
高
橋
芳
平
）

年
末
に
一
度
ね
ず
み
退
治
を
い
た
し
ま
し
よ
う
。

（5）



た
す
り
あ
ヤ
痙
藪
に
悌
九
し
ま
し
よ
う
（

　
第
五
回
珠
算
検
定
合
格
者
（
三
級
以
上
）

去
る
十
一
月
十
七
日
、
松
代
中
学
校
　
　
　
　
　
菅
井
　
洋
美
（
蒲
生
小
学
校
）

で
行
な
わ
れ
た
珠
算
検
定
の
合
格
者
が

次
の
と
お
り
発
表
さ
れ
た
。

　
一
級
合
格
者
（
受
験
四
名
）

　
　
　
合
格
者
な
し

　
二
級
合
格
者
（
受
験
四
四
名
）

　
　
　
鈴
木
美
江
子
（
松
代
農
協
）

　
　
　
島
田
久
仁
子
（
松
代
中
学
校
）

』
二
級
合
格
者
（
受
験
八
五
名
）

　
　
　
市
川
　
　
講
（
菅
刈
分
校
）

　
　
　
市
川
　
正
雄
（
　
　
　
〃
〉

　
　
　
関
谷
　
辰
蔵
（
　
　
　
〃
）

　
　
　
樋
口
　
勝
弘
（
北
山
小
学
校
）

　
　
　
市
川
ト
シ
子
（
松
代
小
学
校
）

　
　
　
関
谷
る
み
子
（
　
　
　
　
〃
）

　
　
　
小
堺
栄
一
（
山
平
中
学
校
）

　
　
　
中
村
　
延
次
（
田
代
分
校
）

　
　
　
若
月
　
和
義
（
　
　
　
〃
）

　
　
　
中
村
　
　
健
へ
松
代
小
学
校
）

　
　
　
市
川
　
　
一
（
　
　
　
〃
）

　
　
　
仲
村
　
早
苗
（
儀
明
分
校
）

　
　
　
高
橋
　
　
栄
（
　
　
　
〃
）

　
　
　
小
堺
　
静
子
（
　
　
〃
）

　
　
　
山
岸
　
　
弘
（
松
代
高
校
）

　
　
　
柳
　
ヤ
ヨ
イ
（
　
　
　
〃
）

　
　
　
中
村
　
春
代
（
清
水
中
学
校
）

｛
乳
ー
』
　
　
5
　
　
5
『
ー
－
』
，

　
　
山
岸
　
房
子
（
　
　
　
〃
）

　
　
山
岸
明
己
（
　
　
　
〃
）

　
　
柳
　
　
美
子
（
松
代
中
学
校
）

　
　
高
野
　
吉
子
（
　
　
　
　
〃
）

　
　
市
川
美
知
子
（
　
　
　
　
〃
）

　
　
佐
藤
　
幸
子
（
千
　
　
　
年
）

四
級
以
下
八
級
ま
で

　
　
　
受
験
三
三
五
名

　
　
　
合
格
一
二
八
名

社
会
教
育
主
事
を
任
命

　
　
　
　
　
　
　
　
町
教
育
委
員
会

　
十
月
十
六
日
か
ら
町
教
育
委
員
会
に

社
会
教
育
主
箏
を
お
く
こ
と
に
な
り
、

関
谷
幸
一
郎
氏
（
松
代
山
幸
商
店
主
人

を
任
命
い
た
し
、
社
会
教
育
諸
団
体
・

青
年
学
級
・
婦
人
学
級
・
の
育
成
指
導

に
あ
た
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。
　
「
私
達
の
と
こ
ろ
に
来
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
御
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら

教
育
委
員
会
に
電
話
（
六
番
）
又
は
文

書
で
申
込
ん
で
下
さ
い
◎

　
1
　
　
　
9
醤
　
　
　
　
l
　
　
　
l
　
　
　
　
l
　
　
　
l

－
　
　
　
l
　
　
　
　
l
　
　
－
1
　
　
　
　
6
　
　
　
　
1

公民舘図書の夜間貸出は11月限りでやめました

（6

　
春
以
来
、
貸
出
を
行
っ
て
き

ま
し
た
公
民
舘
図
書
の
夜
間
貸

出
も
、
冬
を
迎
え
て
係
員
の
勤

務
も
困
難
に
な
り
ま
し
た
の
で

十
一
月
限
り
で
や
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
本
を

貸
り
た
い
人
、
返
す
人
は
、
日

曜
祝
祭
日
を
除
き
い
つ
で
も
数

育
委
員
会
内
公
民
舘
係
に
申
出

て
下
さ
い
。

　
な
お
、
御
希
望
を
調
査
い
た

し
ま
し
た
、
冬
季
巡
回
文
庫
は

次
の
と
お
り
申
込
み
が
あ
り
配

本
準
備
中
で
あ
り
ま
す
。
今
後

も
お
引
受
け
い
た
し
ま
す
か
ら

『
御
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
申
込

み
下
さ
い
。

◎
巡
回
文
庫
申
込
み
団
体

　
　
仙
納
婦
人
学
級

　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
寺
田

　
　
　
峠

　
　
儀
明

　
　
蓬
平

　
　
福
島

　
・
小
荒
戸

1
　
　
　
　
　
　
9

1”…”

町
の
人
口
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
世
帯
数
は

　
十
月
一
日
現
在
の
住
民
登
録
実
態
調

査
に
よ
る
人
口
、
，
世
帯
数
が
表
の
と
お

り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
一
月
一
日
調
査

と
比
較
す
る
と
、
総
計
で
、
人
口
は
一

七
六
人
の
減
、
世
帯
数
は
一
四
世
帯
の

減
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
部
落
別
に
比
較
し
ま
す
と
、
松
代
、

人
口
一
八
人
、
世
帯
一
七
世
帯
の
増
、

室
野
人
口
一
七
人
の
増
（
但
し
世
帯
は

一
世
帯
の
減
）
の
他
、
小
荒
戸
、
小
屋

丸
、
東
山
、
小
池
、
竹
所
、
峠
と
、
人

口
に
お
い
て
や
や
増
加
し
て
い
ま
す
が

そ
の
他
の
部
落
は
蒲
生
の
人
口
三
三
人

世
帯
九
世
帯
、
犬
伏
人
口
二
四
人
、
世

帯
二
世
帯
の
減
を
筆
頭
に
、
ど
の
部
落

に
お
い
て
も
五
人
～
十
人
、
一
・
二

世
帯
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

住民登録実態調査緒果表

　　　　　　　　38・10・1現在

世帯計女男名字
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欝
5
9
6
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叢
8
9
雛
鐡
6
5
艦
艶
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質
郵
8
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小
太
管
田
小
池
下
千
池
会
清
桐
蓬
東
海
犬
孟
片
滝
中
苧
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仙
田
あ
小
諏
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小
蒲
儀
福
奈
室
竹
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